
第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
ア
メ
リ
カ
獲
見
前
後
の
塊
圃
癩
球
儀
定
ツ
パ
ン
グ
（
下
）
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
六
　
（
五
二
〇
）

8
ぎ
。
ヨ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
二
琶
紀
に
な
る
ご
、
此
の
方
面
の
形
勢
が
一
壷
し
た

世
紀
の
初
頭
、
高
麗
の
無
糖
ヂ
罐
は
、
有
名
な
る
九
城
の

役
を
起
し
、
威
興
李
野
の
女
眞
部
落
を
悉
く
な
ぎ
倒
し
て

確
實
に
其
の
地
を
占
有
し
た
。
た
い
こ
れ
は
一
時
の
こ
ご

で
．
生
女
眞
の
完
顔
氏
が
之
を
護
り
受
げ
た
が
、
其
の
結

果
、
此
の
福
要
な
る
地
は
、
全
品
國
の
領
土
の
一
部
ご
な

り
、
威
興
に
は
易
瀬
ご
い
ふ
行
政
官
廉
の
設
麗
を
見
、
女

眞
の
海
竃
は
お
の
つ
か
ら
罷
ん
だ
。

ア
メ
リ
が
渤
襲
見
並
剛
後
の
地
圖
地
球
『
儀
マ
」
ジ
パ
ン
グ
m

五

　
ジ
．
ハ
ン
グ
及
び
之
ε
類
似
の
名
詮
は
、
第
十
四
倣
紀
の

初
め
、
既
に
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
紀
行
ア
ブ
ル
フ
ェ
グ
の
地

誌
等
に
見
え
た
る
が
、
現
存
の
地
業
地
球
儀
中
に
て
其
の

名
総
の
現
れ
だ
る
最
右
の
も
の
は
、
上
述
の
如
く
一
四
九

二
年
に
作
製
せ
ら
れ
π
ペ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀
で
あ
る
。
此

文
學
博
士
　
石

橋

五

郎

の
地
球
儀
に
於
て
ジ
パ
ン
グ
は
、

　
0
8
営
窃
国
象
。
撃
づ
Φ
5
。
o
冠
　
ミ
　
0
8
鍵
崔
。
。
o
犠
。
纂
凶
q
。
冒
島
。
。
。

　
9
昏
電
送
海
の
中
間
に
在
る
南
北
に
長
き
一
大
島
で
あ
っ
て
、

　
其
の
世
界
的
位
置
は
上
土
の
如
く
歓
洲
の
西
端
ε
経
度
約
九
十

　
度
、
支
那
の
東
岸
ざ
は
同
約
二
＋
度
を
隔
て
．
南
北
の
位
置
は

　
北
緯
約
七
度
の
邊
よ
り
凡
そ
同
約
三
十
度
の
邊
に
及
び
、
大
部

　
分
は
熟
糟
圏
内
に
在
る
。



、

ρ

　
ベ
ハ
イ
ム
ガ
ジ
バ
ン
グ
を
か
く
描
幽
せ
し
根
蝶
は
何
れ

に
在
り
し
か
、
ベ
ハ
イ
ム
自
身
も
相
野
の
留
手
家
で
あ
っ

た
か
ち
，
扁
部
分
は
自
己
の
知
見
に
墓
き
た
る
も
の
な
る

べ
し
ε
雄
も
、
一
部
分
は
當
時
迄
に
最
も
完
備
せ
り
ご
考

へ
ち
れ
し
ト
ス
ヵ
ネ
ソ
ー
の
世
界
圖
に
糠
っ
π
や
う
で
あ

る
。
殊
に
、
ジ
パ
ン
グ
の
東
西
の
位
畳
は
、
ト
ス
ヵ
、
矛
ソ

警
に
負
ふ
所
が
大
で
あ
っ
だ
。

　
然
し
ベ
ハ
イ
ム
に
し
て
も
ゐ
ト
ス
カ
ネ
ソ
奮
に
し
て
も
、

ジ
パ
ン
グ
に
輸
す
る
根
本
の
予
料
は
、
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の

紀
行
交
に
在
っ
て
、
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
．
ハ
ン
グ
の
側
に
は
明

か
に
、

　
ジ
パ
ン
グ
の
島
は
世
界
の
東
端
に
在
り
。
住
民
は
偶
像
を
拝
し

　
國
王
は
何
人
に
も
從
属
せ
す
。
島
に
は
甚
だ
多
く
の
黄
金
並
ご

　
寳
石
、
聯
珠
を
翻
す
。
此
此
は
ヴ
ェ
ニ
ス
の
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
に

　
よ
り
て
、
彼
の
第
三
巻
に
認
め
ら
れ
た
り
。

ご
記
し
て
居
る
。
然
ら
ば
ト
ス
カ
ネ
ソ
ー
や
、
ベ
ハ
イ
ム

に
謝
し
、
ボ
．
一
・
は
如
何
な
る
資
料
を
残
し
た
か
。
之
が

　
　
　
第
＋
｝
巷
　
　
研
究

ア
メ
サ
カ
．
獲
見
前
後
の
軸
唱
醐
一
地
誌
遊
艇
ジ
パ
ン
グ
（
下
）

ジ
パ
ン
グ
の
野
鳥
と
地
形
ご
解
繹
す
る
最
も
大
な
る
鍵
鍮

で
あ
る
。
ボ
ー
ロ
の
慶
し
た
る
資
料
は
、
彼
の
著
名
な
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

行
の
外
、
世
界
圃
が
あ
っ
た
ε
言
ふ
説
が
あ
る
。
帥
ち
唄
四

二
六
年
に
葡
萄
牙
の
ペ
ド
ロ
公
が
、
ヅ
エ
ニ
ス
の
市
長
よ

り
獲
た
地
誌
は
、
ボ
ー
ロ
の
臼
筆
に
成
り
し
も
の
か
或
は

其
の
複
寓
で
あ
る
ご
言
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
然
し
ユ
ー
ル
は

之
を
ボ
竃
ロ
の
地
溜
に
非
す
し
て
、
グ
台
糖
ス
に
在
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

他
の
古
圖
な
り
ε
言
っ
て
居
る
。
ペ
ジ
シ
ェ
ル
も
其
の
地

理
學
更
の
中
に
、
ボ
ー
翼
が
地
圖
を
残
さ
な
か
っ
た
事
を

　
　
　
　
　
（
註
3
）

興
言
し
て
居
る
。
今
日
迄
の
學
者
の
研
究
で
は
、
ボ
ー
ロ

が
地
圖
を
痩
し
た
謹
左
は
な
い
。

　
既
に
ボ
ー
ロ
の
地
異
が
な
か
っ
た
こ
す
れ
ば
、
ボ
ー
す
の

紀
行
よ
り
後
に
世
に
幽
で
し
地
圖
は
、
作
論
者
の
考
を
以

て
其
紀
行
を
解
職
し
、
之
を
蓮
華
に
描
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
彼
の
著
名
な
る
＝
ご
七
五
年
作
の
カ
タ
ラ
ン
世
界
躍

（
9
山
塞
8
磐
）
も
、
ボ
ー
ロ
の
紀
行
に
基
け
る
所
が
多
く
、

殊
に
東
洋
に
製
し
て
、
支
那
の
南
よ
り
東
に
、
無
数
の
島

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
七
　
（
五
二
桶
）



㌧

甲

　
　
　
第
十
一
巻
　
研
究

喚
を
描
出
せ
る
は
、
多
分
ボ
ー
ロ
の
紀
行
（
切
O
Q
】
（
　
H
㎞
H
）
に

「
∩
ぼ
昌
の
海
に
七
千
四
百
五
十
九
の
島
あ
り
」
ご
言
ふ
に

擦
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
尤
も
此
の
寸
心
ラ
ン
世
界
圖
に

は
ジ
．
ハ
ン
グ
が
現
は
れ
て
居
な
い
。
フ
ラ
マ
ゥ
ロ
の
世
界

長
の
東
洋
も
、
章
々
カ
タ
ラ
ン
世
界
圖
ご
同
榛
で
あ
る
ゆ

　
ト
ス
カ
ネ
ジ
ー
が
世
界
圖
を
作
る
に
當
り
、
ボ
ー
ロ
は

又
有
力
な
る
冠
婚
ご
な
っ
た
。
彼
は
ボ
ー
管
の
紀
行
を
一

方
に
は
彼
の
地
理
玉
上
の
識
見
に
よ
り
、
他
方
に
は
、
二

時
迄
の
地
理
的
事
實
ご
を
加
へ
て
、
彼
の
世
界
圖
を
作
り

し
ゃ
う
で
あ
る
。
彼
が
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
、
マ
ル
チ
ネ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
4
）

（
男
費
．
奏
巳
。
鍔
錠
斤
｛
g
N
）
に
與
へ
し
書
翰
の
中
に
、
　
㎎

　
リ
ス
ボ
ン
よ
り
西
方
キ
ン
セ
イ
（
ρ
留
湯
曙
杭
州
）
迄
は
、
二
＋

　
六
ス
パ
チ
ア
（
ω
℃
簿
営
ヨ
）
に
し
て
、
地
球
全
岡
の
約
三
分
の
一

　
な
り
。
而
し
て
ア
ン
チ
リ
ア
（
着
工
藻
9
）
の
島
よ
り
ジ
パ
ン
グ
迄

　
は
十
ス
バ
チ
ァ
な
り
。

ご
言
へ
る
は
、
ト
ス
ヵ
、
矛
ソ
ー
が
鈴
懸
の
地
理
學
魏
ご
ボ

ー
ロ
の
紀
行
に
擦
り
て
距
離
ご
を
按
配
せ
る
結
果
ご
見
る

ア
メ
彗
力
嚢
見
飾
鑓
の
地
気
地
球
縫
ミ
ジ
パ
ン
グ
脚
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
八
　
（
五
ニ
ニ
）

事
が
出
來
る
。
此
の
ト
ス
カ
ネ
ヲ
ー
の
断
定
は
、
郎
ち
ベ

ハ
イ
ム
の
地
球
儀
上
の
雨
垂
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ベ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀
を
見
る
ε
、
欧
洲
の
西
端
（
ベ
ギ

イ
ム
に
は
三
冠
の
島
ご
な
っ
て
居
る
）
ご
支
那
の
東
岸
ご

は
経
度
約
朝
畑
＋
度
を
隔
つ
る
も
、
ジ
ス
ボ
ン
ご
杭
州
ε

を
取
れ
ば
、
約
亘
ご
＋
度
ご
な
る
。
こ
れ
は
恰
も
ト
ス
カ

ネ
リ
警
の
計
算
に
合
す
る
も
の
で
、
ト
ス
ヵ
浸
り
一
は
、

こ
の
間
を
二
十
六
ス
パ
チ
ァ
ご
言
っ
て
居
る
。
フ
グ
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謡
5
）

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
當
時
の
一
ス
バ
チ
ァ
は
経
度
五
度
で

あ
る
が
故
に
、
　
二
十
山
ハ
ス
。
ハ
チ
ァ
は
、
経
度
百
｝
ご
十
度
ビ

な
り
、
ベ
ハ
イ
ム
の
圖
ご
合
す
る
。
ト
ス
カ
ネ
リ
ー
は
ジ

．
ハ
ン
グ
の
位
置
を
直
ち
に
、
ア
ン
チ
ソ
ァ
よ
う
十
ス
パ
チ

ァ
こ
の
み
記
せ
る
が
Q
ベ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀
に
は
、
ア
ン

チ
リ
ア
を
恰
も
ソ
ス
ガ
ン
ご
ジ
パ
ン
グ
こ
の
中
央
の
北
回

蹄
線
上
に
鐙
き
た
る
故
、
こ
れ
を
基
ε
し
て
、
ト
ス
カ
ネ

ソ
の
示
数
を
筆
鋒
す
を
ご
、
ソ
ス
ボ
ン
、
ジ
パ
ン
グ
問
は

経
度
約
百
度
ご
な
り
、
之
を
リ
ス
ボ
ン
、
キ
ン
セ
イ
問
の



百
三
十
度
よ
り
減
す
れ
ば
、
ジ
パ
ン
グ
の
束
蝶
は
支
那
よ

り
約
三
十
度
こ
な
っ
て
、
ベ
ハ
イ
ム
ご
ト
ス
ヵ
・
矛
ソ
ー
ご

一
致
す
る
こ
ご
、
な
る
。
唯
支
那
と
ジ
パ
ン
グ
の
距
離
を

ト
ス
カ
ネ
フ
ー
は
示
し
て
居
な
い
が
、
ボ
ー
ロ
に
慷
れ
ば

此
の
問
の
距
離
を
千
五
百
里
ご
し
て
あ
る
。
叢
に
言
ふ
一

里
は
多
く
の
學
者
の
認
む
る
如
く
、
・
支
那
里
で
あ
っ
た
ら

う
が
、
當
時
は
之
を
伊
太
利
里
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。
伊

太
利
里
は
、
緯
度
の
六
十
分
の
一
宮
ち
略
々
今
日
の
一
時

に
等
し
き
故
、
之
を
纒
度
に
換
鋒
す
れ
ば
約
二
＋
五
度
こ

な
る
。
ベ
ハ
イ
ム
が
支
那
よ
リ
ジ
パ
ソ
グ
を
距
離
約
郷
　
度

二
十
度
ご
三
十
度
の
間
に
置
い
た
の
は
、
恰
も
亦
之
に
合

す
る
の
で
あ
る
。

　
兎
に
角
こ
れ
に
よ
り
て
、
ベ
ハ
イ
ム
に
於
け
る
ジ
バ
ソ

グ
の
東
西
の
位
麗
は
、
ト
ス
カ
ネ
ジ
ー
ご
ボ
ー
ロ
に
て
、

群
々
解
繹
が
出
寒
る
。
然
る
に
南
北
の
位
置
に
就
い
て
は

其
の
解
繹
は
、
頗
る
困
難
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
何
故
ぺ
あ
イ
ム
が
ジ
パ
ン
グ
を
北
緯
約
七
度
よ
・
り
詞
、
約

　
　
　
第
＋
一
巻
　
　
研
究

ア
メ
リ
カ
獲
見
衝
後
の
地
勢
地
球
儀
定
ジ
パ
ン
グ
（
下
）

三
十
度
問
に
構
き
》
大
部
分
を
下
帯
閥
内
に
甘
い
た
で
あ

ら
う
か
。
こ
の
位
置
は
ラ
オ
ン
の
地
球
儀
も
賂
同
標
で
あ

っ
て
、
其
の
後
ε
錐
も
上
述
の
如
く
久
し
く
、
欧
洲
地
圖

腐
者
を
支
配
し
た
◎
是
は
又
恐
く
は
、
又
ボ
ー
ロ
の
紀
行
を

談
解
せ
し
結
果
ご
考
へ
ら
る
。
ペ
ハ
イ
ム
が
ジ
パ
ン
グ
の

大
部
分
を
北
園
齢
線
邊
に
描
き
し
原
因
の
…
部
は
、
ジ
パ

ン
グ
を
ボ
ー
ロ
の
説
話
の
中
2
6
π
り
し
ザ
イ
ツ
ム
（
泉
州
）

の
東
ご
考
へ
し
こ
ご
に
も
あ
ら
う
。
然
し
ボ
ー
ロ
の
紀
行

（
註
6
）

は
ジ
．
ハ
ン
グ
の
位
置
を
示
し
て
、

　
O
甑
り
欝
鴨
帥
ω
9
賢
H
u
。
｝
導
俳
8
≦
碧
嘱
O
。
。
葺
。
霧
げ
ぼ
夢
㊦
ぼ
讐

　
。
。
2
。
。
”
易
8
日
ぽ
。
。
象
ω
雷
纂
｛
貝
。
日
夢
Φ
○
○
馨
ぼ
窪
ご
曽
ロ
α
曽

　
く
①
曙
σ
q
尻
①
霧
H
ω
貯
β
Q
津
搾

ご
あ
り
、
必
ず
し
も
ザ
イ
ツ
ム
の
東
ε
は
な
い
。
故
に
ジ

．
ハ
ン
グ
の
南
北
の
位
置
の
描
寓
を
ザ
イ
ッ
ム
ご
結
び
つ
け

て
考
へ
る
こ
ご
は
、
不
當
で
あ
っ
て
、
予
を
以
て
之
を
見

れ
ば
ベ
ハ
イ
ム
は
主
と
し
て
、
ジ
メ
ン
グ
の
物
産
を
標
準

ご
し
て
描
い
π
も
の
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
、
　
第
四
號
　
　
一
九
（
五
二
三
）



　
　
　
第
十
｝
巷
　
　
研
　
究
・

　
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
パ
ン
グ
島
の
上
に
は
左
の
記
事
あ
り
。

　
ジ
パ
ン
グ
は
、
多
く
の
黄
金
を
康
す
る
厨
。

　
ジ
パ
ン
グ
は
東
方
に
於
け
る
最
も
文
化
進
み
、
豊
饒
な
る
島
に

　
し
て
、
香
料
（
9
0
8
益
）
及
貸
石
に
満
つ
。
此
の
島
に
は
黄
金

　
S
藥
味
（
σ
q
睾
霞
N
）
を
登
見
す
。

是
等
の
産
物
中
香
料
ご
藥
魔
ご
は
、
共
に
南
洋
熟
幣
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
・

の
産
物
で
あ
っ
て
、
桑
原
博
士
の
所
説
の
如
く
、
支
那
に

曾
て
は
、
唐
宋
時
代
よ
り
、
南
洋
よ
り
の
重
要
貿
易
品
で

あ
っ
た
。
然
る
に
ペ
ハ
イ
ム
は
、
之
を
ジ
パ
ン
グ
の
物
産

こ
し
て
、
ジ
パ
ン
グ
の
位
置
を
も
亦
熟
帯
圏
内
に
概
か
れ

た
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
叢
に
注
意
す
べ
」
き
は
、
ジ

．
ハ
ン
グ
に
香
料
藥
味
を
産
す
る
こ
ご
は
、
ボ
ー
ロ
の
紀
行

に
明
瞭
な
る
記
載
は
な
く
、
其
の
第
三
懇
第
四
章
に
前
章

に
在
る
ジ
パ
ン
グ
記
事
に
引
響
き
支
那
東
南
海
の
ω
魯
亀

Ω
旨
同
の
諸
島
を
叙
し
、
其
の
申
に
、

　
跨
げ
鳥
夢
2
0
富
詳
○
｛
○
昌
o
o
臨
梓
プ
9
0
H
m
ざ
乙
。
。
σ
寡
鵠
。
鳥
g
8
。
。

　
＜
鉱
二
9
げ
δ
．
9
昌
O
O
q
o
H
o
房
ジ
δ
○
鳥
ω
濱
δ
｛
ゴ
。
凝
昌
巴
◎
o
曾
曙
。

ア
メ
サ
ヵ
嚢
見
前
後
の
題
醐
馳
球
儀
建
ツ
。
ハ
ン
デ
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
二
〇
　
（
五
二
四
）

　
§
島
ご
。
湾
。
吐
ε
o
旧
雪
乞
一
一
嵩
風
｝
）
δ
〔
㌶
8
鉱
。
。
○
箇
讐
。
纂
く
㌘

　
ユ
。
¢
9
。
。
玄
8
益
男
。
璽
鶏
ρ
ヨ
風
。
凶
二
夢
量
o
H
ω
ず
⇒
（
『
饗
髪
溌

　
づ
。
コ
）
2
舘
琶
蜂
。
霧
肥
戸
。
妻
”
霧
埼
①
＝
塁
夢
⑦
三
鴛
障
凶
⇒

　
ρ
∬
ρ
⇒
銘
謡
Φ
も
。
●

ご
あ
る
故
、
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
パ
ン
グ
の
記
入
は
恐
く
は
、

之
に
糠
り
し
も
の
で
あ
ら
う
が
、
之
を
直
ち
に
日
本
の
記

事
と
見
る
こ
ε
は
建
來
な
い
。
之
は
寧
ろ
臓
本
に
蘭
す
る

記
事
に
あ
ら
す
し
て
、
南
洋
諸
島
の
記
事
で
あ
る
機
で
あ

る
◎　

我
が
日
本
の
産
物
ε
し
て
、
香
料
、
藥
味
、
香
木
は
決

し
て
著
名
な
る
も
の
で
は
な
く
、
元
以
前
の
支
那
の
丈
献

中
里
が
國
の
物
産
を
揚
げ
し
も
の
は
亡
魂
夷
蔓
傳
倭
人
の

條
下
に
、

　
堅
地
温
暖
、
俗
種
禾
稻
紛
廊
、
而
鷲
桑
織
豊
、

ご
あ
）
。
通
典
の
邊
防
一
束
夷
上
置
の
部
に

　
其
昔
土
俗
総
量
稻
麻
苧
吾
桑
、
知
織
管
掌
綴
布
、
趣
白
珠
青
玉

　
食
管
出
銅
、
有
皇
土
氣
温
暖
、
冬
夏
生
菜
篭
、
無
牛
馬
虎
豹
羊

’



、

伽

　
有
喪
桂
翌
翌
嚢
荷
、
不
知
以
爲
滋
味
。
出
面
維
有
獣
如
牛

ご
あ
る
。
蓮
典
中
に
在
る
物
産
に
は
香
料
に
類
す
る
も
の

も
あ
る
が
、
決
し
て
著
し
き
も
の
で
は
な
く
、
少
く
こ
も
之

が
我
國
の
重
要
物
産
で
な
い
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
。
宋
吏

、
日
本
國
傳
に
は
、
我
國
よ
り
支
那
に
贈
り
し
方
物
を
多
一

掲
げ
て
居
る
が
、
香
料
に
即
す
る
も
の
は
一
も
な
い
。
若

し
我
が
國
の
香
料
が
著
名
で
あ
れ
ば
、
、
當
時
香
料
貿
易
の

盛
な
め
し
時
代
に
於
て
、
方
物
中
に
之
を
見
出
さ
ぬ
筈
は

な
い
ご
信
ず
る
。

　
要
す
る
に
ペ
ハ
イ
ム
の
日
本
の
位
畳
は
、
ボ
ー
ロ
の
紀

行
の
誤
護
に
匙
因
す
る
も
の
ご
寄
る
事
が
出
來
る
。

　
更
に
吾
人
に
假
説
を
提
出
す
る
を
許
す
な
ら
ば
、
ボ
ー

ロ
紀
行
第
三
懇
懐
四
章
は
或
は
其
の
テ
キ
ス
卦
に
、
錯
誤

が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ご
言
ふ
事
で
あ
る
。
ユ
ー

ル
課
、
ボ
ー
ロ
紀
行
に
糠
れ
ば
、
ボ
ー
買
の
紀
行
中
ジ
パ

ン
グ
に
臥
す
る
’
記
事
は
、
志
土
に
同
車
日
夕
出
ご
窓
第
二
音
丁
ご
第

三
章
に
在
り
。
第
四
章
は
」
部
分
ジ
メ
ン
グ
の
綾
き
の
如

　
　
　
・
第
十
一
巻
　
　
研
　
究

ア
メ
リ
カ
獲
見
予
後
の
地
岡
地
球
儀
ツ
パ
ン
グ
（
下
）

く
見
え
る
の
で
、
多
く
の
ジ
。
ハ
ン
グ
の
研
究
者
は
、
第
四

章
を
も
ジ
パ
ン
グ
の
記
事
こ
し
、
ラ
レ
キ
ー
も
亦
其
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
s
）

事
を
ジ
パ
ン
グ
ご
し
て
蒋
黒
し
て
居
る
。
然
し
こ
の
章
に

は
ジ
パ
ン
グ
の
名
爲
は
少
し
も
な
く
、
露
量
。
。
H
。
。
菖
P

讐
暮
H
ω
げ
昆
ご
在
り
。
之
が
第
三
章
の
ジ
パ
ン
グ
を
受
け

居
る
も
の
ご
解
繹
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
此
の
費
。
・
鐘
磐
ρ

爵
箒
目
ω
穿
菰
は
、
果
し
て
我
が
日
本
を
指
せ
る
も
の
か
甚

だ
疑
し
い
。

　
殊
に
此
の
島
に
は
喰
入
の
俗
あ
る
事
を
述
べ
て
居
る
の

は
頗
る
奇
怪
で
あ
る
。
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
に
は
第
二
章
の
初

め
に
於
て
、
ジ
パ
ン
グ
の
住
民
を
記
し
て
、

　
日
財
①
℃
o
O
覧
①
霞
。
芝
窯
8
噂
。
ず
曲
N
o
9
　
至
仁
≦
①
＝
h
蜜
、
o
霞
。
阜

　
日
プ
Φ
畷
霞
Φ
置
。
獄
8
葬
り
謬
創
碧
。
傷
。
づ
Φ
β
α
o
⇔
け
。
β
β
○
σ
o
α
メ

ε
し
て
居
る
の
に
、
第
四
章
に
は
、

　
切
9
H
彰
瓢
。
。
け
8
曇
声
。
漏
9
6
筈
ヨ
α
q
馨
竃
o
O
⇔
o
o
ヨ
ぼ
σ
q
夢
霧

　
H
許
巳
（
p
邑
、
什
三
二
ω
§
。
鼠
蓬
跨
・
。
酔
一
羅
H
罠
琶
H
ψ
冨
自
く
）

　
三
二
。
剛
葺
①
づ
9
筒
く
⑦
。
。
一
驚
（
o
｝
）
犠
ω
o
⇔
o
同
ρ
⇔
o
⇒
o
ヨ
曳
≦
プ
o
o
p
浮

　
口
9
b
9
蜜
ρ
罫
誹
9
詳
｝
δ
づ
、
げ
。
｝
蚤
費
夢
⑦
土
州
。
⇔
9
　
ω
賃
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
二
一
　
（
五
ご
五
）



φ

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
　
究

　
ぎ
9
μ
。
。
p
犀
ぼ
の
筐
2
駐
二
二
H
Φ
圃
p
鍮
§
ω
営
ム
夢
曙
一
）
燭
砕
昏
。
三
門

　
の
9
6
肘
ε
（
8
壁
ご
霧
O
出
ノ
9
笛
醸
8
9
＝
旨
ゴ
p
一
益
○
鋒
プ
凶
β

　
讐
乙
9
θ
、
雪
）
・
チ
。
お
錠
H
5
酔
毎
。
暮
凶
鐸
夢
①
甫
。
冠
＝
ぢ
㎎
o
o
〔
＝

ε
あ
り
。
若
し
第
四
章
の
記
事
が
ジ
パ
ン
グ
に
嗣
す
る
も

の
ご
す
れ
ば
、
第
三
章
の
記
事
ご
は
像
り
に
露
な
る
磁
気

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ボ
ー
ロ
の
如
き
世
界
各
地
の
風
俗
習

慣
に
蓮
騰
せ
る
大
族
行
家
が
、
同
一
の
ジ
パ
ン
グ
に
卜
し

初
め
に
其
の
交
化
を
讃
美
し
な
が
ら
、
次
章
に
於
て
蟹
野

の
極
悪
た
る
喰
人
の
風
俗
を
肯
定
す
る
理
は
な
い
ご
信
ず

る
。

　
之
を
我
が
國
の
風
俗
に
幽
す
・
る
支
那
古
代
よ
り
の
記
に

就
い
て
見
る
に
、
支
那
に
て
は
可
な
り
古
く
よ
り
、
編
章

の
文
化
を
認
め
て
居
る
。
後
漢
書
に
見
え
た
「
東
方
素
子

國
」
は
必
ず
し
も
、
吾
國
に
慰
す
ε
し
て
も
、
階
唐
の
頃

に
は
、
支
那
入
は
我
が
交
化
を
了
解
し
、
唐
の
李
延
壽
の

撰
し
た
る
北
史
に
は
倭
語
の
年
下
に
、

　
入
頗
括
静
、
筆
雫
訟
少
盗
賊
，
樂
有
五
強
琴
笛

、

ア
メ
リ
カ
獲
見
前
後
の
地
岡
地
球
儀
亡
ツ
パ
ン
グ
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
浬
圃
門
號
　
　
　
　
二
ご
　
　
（
五
二
山
ハ
）

ご
あ
り
、
綾
日
本
紀
に
襟
れ
ば
、
文
武
天
皇
慶
雲
元
年
に

蹄
朝
し
た
る
遣
唐
使
粟
田
眞
人
の
復
命
に
、

　
唐
人
謂
我
事
日
、
灘
南
海
東
有
大
倭
國
、
謂
之
君
子
國
、
入
民

　
豊
樂
、
禮
儀
敦
行
、
今
食
滞
人
、
容
儀
大
浮
、
量
不
信
乎
。

ご
あ
り
、
営
倉
史
料
は
吾
國
の
も
の
こ
し
て
も
，
支
那
入

の
本
邦
人
に
輸
す
る
戚
想
を
窺
ふ
事
が
出
　
來
る
。
更
に
元

史
日
本
語
を
按
ず
る
に
、
ボ
ー
ロ
の
支
那
に
來
う
し
数
年

前
の
至
元
六
年
、
下
輩
灘
が
趙
良
弼
を
撮
本
に
使
せ
し
め

し
時
の
書
に
も
、

　
日
本
棄
號
知
禮
之
國
、
王
之
君
臣
、
寧
肯
漫
弗
思
馬
事
乎
。

ご
あ
）
元
人
は
既
に
十
分
に
日
本
の
文
化
を
知
悉
せ
し
筈

に
て
、
元
朝
に
仕
へ
し
ボ
ー
ロ
が
田
本
入
を
加
階
蒙
味
の

喰
人
民
族
ご
考
ふ
る
こ
ご
は
、
到
底
信
じ
難
い
。
ボ
算
ロ

の
記
せ
し
喰
入
島
は
恐
く
は
南
洋
附
近
に
於
け
る
一
島
で

あ
っ
て
、
此
等
に
就
き
て
は
、
支
那
の
典
籍
に
散
見
せ
る

も
の
も
な
い
こ
ご
も
な
い
。
例
へ
ば
南
面
の
飴
興
第
六
十

九
に
倭
國
を
塾
せ
し
後
、



　
遺
戸
有
黒
爾
國
篠
國
、
去
倭
四
千
餓
里
、
船
薄
行
一
年
置
、
又

　
酉
南
萬
里
有
海
人
，
身
黒
限
白
裸
而
醜
、
其
肉
美
、
行
者
或
射

　
而
食
之
。

ご
あ
b
其
の
思
慮
を
指
せ
し
や
朋
か
な
ら
ざ
れ
ざ
も
、
今

日
の
南
洋
中
の
一
当
を
指
せ
し
も
の
に
し
て
ボ
ー
ロ
の
喰

人
の
俗
あ
る
島
は
或
は
此
等
の
雲
斎
か
。
或
は
又
三
才
圖

會
に
「
婁
陀
傍
人
、
身
如
黒
漆
、
號
山
轡
能
食
生
人
」
ビ
あ

る
ア
ン
ダ
マ
ン
の
如
き
島
な
り
し
ゃ
も
知
れ
す
。
兎
に
角

ポ
盲
ロ
が
思
人
ご
記
せ
る
島
は
日
本
に
非
ら
ざ
る
こ
と
確

で
あ
る
ビ
信
ず
る
。

　
然
ら
ば
何
故
に
此
等
の
記
事
が
ボ
ー
ロ
の
紀
行
中
に
ジ

．
ハ
ン
グ
の
記
事
こ
し
て
後
世
迄
取
扱
は
れ
し
か
、
予
の
私

見
に
よ
れ
ば
、
是
は
恐
く
は
ボ
ー
ロ
に
紀
行
の
テ
キ
ス
ト

の
不
完
備
よ
う
生
じ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、
察
す
る
に
ボ

ー
質
の
原
著
第
三
恕
第
四
章
の
初
め
に
は
何
か
他
の
記
事

が
あ
り
し
を
、
其
の
部
分
だ
け
後
世
に
離
脱
し
、
他
島
の

記
事
が
直
ち
に
二
本
の
記
事
の
如
ぐ
解
繹
せ
ら
れ
し
も
の

　
　
　
第
十
一
雀
　
　
研
　
究

ア
メ
可
力
嚢
兄
前
後
の
地
圓
地
球
儀
ミ
ジ
パ
ン
グ
（
下
）

な
ら
ん
。
或
は
左
な
く
こ
も
第
四
章
に
見
え
し
ジ
パ
ン
グ

を
指
す
ご
考
へ
ら
れ
た
る
け
ぼ
・
。
H
ω
冨
灘
暴
け
ゲ
辞
H
ω
冨
一
廷
は
措

示
代
名
詞
若
く
ば
軍
複
の
誤
謬
よ
り
叉
ジ
パ
ン
グ
ε
誤
れ

た
り
し
に
非
ざ
る
か
。
ボ
ー
ロ
の
紀
行
は
久
し
く
寓
本
ε

し
て
世
に
行
は
れ
、
又
其
の
原
文
は
古
代
佛
蘭
西
語
に
て

記
さ
れ
た
る
故
、
轄
寓
反
鐸
等
の
間
に
錯
誤
の
生
せ
し
ご

見
る
は
決
し
て
不
當
の
見
解
に
は
あ
る
ま
い
。
要
す
る
に

ベ
ハ
イ
ム
に
在
る
ジ
．
ハ
ン
グ
の
位
置
は
、
ボ
ー
ロ
の
族
行

記
に
よ
り
謬
ら
れ
、
永
く
世
界
の
地
岡
界
の
過
誤
ε
な
っ

た
も
の
ご
考
へ
る
。

　
ベ
ハ
イ
ム
の
地
圖
が
、
ポ
馨
官
の
紀
行
に
よ
り
過
た
れ

た
る
は
、
濁
り
其
の
位
畳
の
み
で
な
く
、
其
の
形
に
於
て

も
薫
り
で
あ
る
。
ベ
ハ
イ
ム
に
於
け
る
ジ
パ
ン
グ
の
形
は

海
岸
屈
曲
の
少
き
一
大
島
な
る
が
、
是
は
著
し
く
我
國
の

地
形
と
は
異
っ
て
居
る
。
ペ
ハ
イ
ム
が
か
ぐ
屈
曲
な
き
も

の
ε
し
た
の
は
、
矢
張
リ
ボ
ー
ロ
の
紀
行
第
三
憲
第
二
章

に
、
元
の
水
師
が
日
本
に
冠
せ
し
時
の
駅
況
を
記
せ
し
中

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
鵬
　
　
　
二
三
　
（
五
二
七
）

○



麹

筆
葱
研
究
ア
メ
募
獲
見
前
後
の
金
髪
鱗
事
づ
グ
（
下
）
　
　
第
四
號
　
二
四
（
聾
天
）

こ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

セ　
》
巳
搾
露
誉
。
ε
営
ω
ω
浄
暮
夢
φ
お
貫
◎
鴇
勲
き
三
μ
鼠
巳

　
診
凶
9
三
Φ
埼
鼠
夢
讐
①
暮
団
g
ざ
ρ
⇔
鳥
。
慧
ω
o
O
o
9
お
簿
像
弩
お
。

　
筥
。
二
三
Φ
8
二
二
。
南
夢
暮
H
。
。
智
包
義
。
＝
蔽
プ
貧
9
霞
ω
毒
2
Φ

　
暁
①
蚕

ご
あ
る
に
擦
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
れ
は
、
ボ
ー

ロ
の
傳
聞
の
誤
り
で
あ
っ
て
、
元
の
船
艦
が
暴
風
の
爲
め

全
滅
せ
し
ょ
り
、
吾
國
に
避
難
す
べ
き
港
灘
少
し
ご
断
じ

だ
も
の
で
あ
ら
う
。

　
此
の
如
く
に
し
て
、
ベ
ハ
イ
ム
の
ジ
メ
ン
グ
は
徹
頭
徹

尾
ボ
ー
p
に
誤
ら
れ
π
る
も
の
ご
言
ふ
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。
而
し
て
、
こ
の
誤
り
た
る
位
麗
地
形
は
べ
ハ
イ
ム

後
四
十
年
間
欧
洲
の
地
階
無
界
の
一
部
を
支
配
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
駕
＆
霞
ゴ
タ
員
窪
藁
・
や
曾

　
（
識
2
）
o
。
一
窪
φ
一
浮
貞
団
鴇
5
強
5
切
8
π
。
［
。
Q
。
呪
ワ
幽
p
『
8
娼
。
H
ρ

　
　
　
　
　
H
只
6
◎
二
〇
δ
民
槻
属
。
二
〇
〇
や
図
。
繍

　
バ
註
5
）
　
ρ
℃
o
邑
ゑ
げ
O
皇
。
窪
。
馨
。
臼
畦
鍔
域
穿
β
⇒
臼
多
肖
謡

（
註
4
）
、
琶
象
」
≧
冨
・
。
・
メ

　
　
　
ρ
驚
齢
饗
飾
ρ
O
艮
び
畠
p
口
q
二
器
づ
、
藁
｛
馨
鍵
韓
O
図
O
～
M
H

（
註
5
）
　
ノ
く
お
9
凝
8
0
頓
o
p
9
剛
目
Q
陰
・
い
箕
…
い
ぎ
ド
H
・
0
拷
○
＜
H
H

（
議
6
）
ぎ
5
多
§
空
。
葛
8
＝
周
H
・
Ω
・
p
鷲
。
巴
H
H
・

（
註
7
）
　
摺
榮
原
三
士
、
蒲
洩
跡
庚
の
事
蹟
。
二
六
五
…
貝
乃
至
二
六
七
頁

（
註
8
）
　
哩
。
回
凪
免
。
α
》
昌
器
乙
噂
・
轟

　
　
　
六

　
ペ
ハ
イ
ム
の
地
球
儀
の
成
り
七
一
四
九
二
年
は
帥
ち
コ

ロ
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
登
竜
の
年
で
あ
っ
て
、
世
界
の
地
圖

界
が
之
に
よ
り
て
大
な
る
衝
動
を
受
け
し
こ
ご
は
嘗
然
で

あ
る
Q
而
し
て
ジ
パ
ン
グ
に
開
す
る
限
り
に
於
て
は
、
上

蓮
の
如
く
新
大
陸
嚢
見
直
後
の
｝
五
〇
〇
年
に
成
り
し
コ

ず
の
世
界
圏
、
並
に
一
五
〇
八
年
の
〃
イ
シ
ユ
の
世
界
騒

に
は
、
共
に
ジ
パ
ン
グ
を
脆
し
て
居
る
。
之
は
決
し
て
偶

然
で
は
な
く
、
コ
η
ン
ブ
ス
の
新
大
陸
登
見
に
よ
り
て
、

ジ
パ
ン
グ
の
問
題
は
解
決
せ
ら
れ
し
も
の
ε
考
へ
た
の
で

あ
っ
て
、
中
に
も
ル
イ
シ
ユ
の
世
界
圖
に
は
、
新
登
見
の

t．



　
ス
メ
ニ
ヨ
ラ
（
O
Q
嚇
撃
9
9
）
島
の
左
方
に
は
次
の
如
き
挿
句

　
が
あ
る
。

　
　
イ
ス
パ
ニ
ア
の
航
海
者
に
よ
り
て
、
獲
見
せ
ら
れ
た
る
島
は
恰

　
　
も
ジ
パ
ン
グ
の
位
罎
に
當
る
が
故
に
，
イ
ス
パ
ニ
ア
入
に
よ
り

　
　
て
、
イ
ス
パ
ニ
ア
（
震
。
・
℃
鴛
博
。
冨
）
ミ
呼
ば
れ
た
る
地
は
ジ
バ
ン

　
　
グ
（
ω
冒
ご
撃
ω
）
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
猶
り
て
此
の
島
を
圖
上

　
　
に
表
は
さ
す
。
ジ
パ
ン
グ
に
愛
す
る
凡
て
の
逸
話
は
、
偶
像
崇

　
　
舞
を
除
き
、
悉
く
イ
ス
バ
ニ
ヨ
ラ
に
當
候
む
る
を
得
べ
し
。

　
と
い
ふ
て
、
ジ
パ
ン
グ
を
澄
せ
し
理
由
を
説
明
し
て
居
る
。

　
而
し
て
新
陸
地
ご
ジ
パ
ン
グ
ご
を
同
「
ご
看
馴
せ
し
ル
イ

　
シ
ユ
の
こ
の
記
述
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
西
航
の
目
標
が
ジ
パ

　
ン
グ
の
到
逮
に
在
り
し
な
ら
ん
ご
の
想
定
を
、
側
面
よ
り

　
下
鮎
立
つ
る
も
の
で
、
興
昧
あ
る
挿
句
ε
言
は
ね
ば
な
ら

　
ぬ
。

　
　
兎
に
角
一
五
〇
入
年
迄
は
歌
洲
の
地
全
訳
界
少
く
ご
も

・
ル
イ
シ
ユ
の
郷
國
た
る
和
蘭
邊
に
て
は
、
新
大
陸
即
ち
ジ

　
．
ハ
ン
グ
ε
信
じ
て
居
た
も
の
で
あ
る
Q

　
　
　
　
第
十
扁
雀
　
　
研
究

　
ル
イ
シ
ユ
の
世
界
圖
に
先
つ
こ
ご
入
年
、
新
大
陸
獲
見

後
八
年
に
成
う
し
コ
サ
の
世
界
圖
に
は
、
ジ
パ
ン
グ
に
關

す
る
何
等
の
描
爲
も
な
く
、
唯
新
陸
地
を
非
常
に
大
き
く

現
は
し
、
赤
滋
の
南
北
に
誇
る
大
陸
地
ε
し
て
描
か
れ
、

ジ
パ
ン
グ
は
之
に
覆
は
れ
て
居
る
。
コ
ナ
は
上
述
の
如
く

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
第
二
航
海
は
同
乗
せ
し
海
員
故
、
奨
の
第

一
次
第
二
次
の
航
海
に
よ
り
、
綾
三
新
陸
地
を
登
見
せ
し

も
の
か
ら
、
ジ
パ
ン
グ
の
如
き
は
既
に
眼
中
に
な
く
、
唯

之
ε
比
較
す
べ
か
ら
ざ
る
程
の
大
陸
あ
る
べ
し
ε
素
望
ご

抱
負
こ
の
下
に
、
ジ
パ
ン
グ
を
削
り
非
常
に
大
な
る
新
陸

地
を
現
せ
し
と
考
へ
ら
る
。
何
れ
に
し
て
も
新
大
陸
登
見

直
後
に
在
b
て
は
、
欧
洲
の
地
圖
學
界
に
於
て
ジ
パ
ン
グ

は
新
大
陸
の
剛
部
ご
考
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
之
は

　
　
　
（
謎
1
）

ユ
ー
ル
の
説
の
如
く
コ
茸
ン
プ
ス
の
死
に
到
る
迄
の
考
で

あ
っ
た
の
み
な
ら
す
北
欧
羅
巴
戦
に
て
は
、
数
十
年
の
後

迄
、
逆
鱗
き
こ
の
考
が
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
（
蝕
1
）
　
冒
5
9
9
§
〈
鼻
H
O
属
い
押

ア
メ
”
力
赤
見
葡
後
の
地
慨
地
球
儀
定
ジ
パ
ン
グ
（
下
）

第
四
號

二
五
　
（
五
二
九
）



し

第
十
一
巻
　
　
研
　
究
　
　
ア
メ
リ
カ
獲
見
前
後
の
勉
圏
膿
球
儀
ミ
ツ
パ
ン
ダ
（
下
）

七

　
新
大
陸
登
見
後
、
西
班
牙
入
が
専
ら
今
の
西
印
度
諸
島

中
央
ア
メ
ソ
カ
の
登
見
に
腐
心
せ
し
間
に
、
葡
萄
牙
入
は

｝
五
〇
〇
年
既
に
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
の
海
岸
を
登
見
し
、
　
一

五
〇
二
年
に
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
海
岸
を
南
下
し
て
、
南
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

二
十
六
度
三
分
の
カ
ナ
ネ
ァ
（
∩
9
＝
9
犀
0
9
）
濟
迄
、
…
進
み
、
翌

年
も
葡
萄
牙
人
は
プ
ラ
ジ
川
に
探
瞼
隊
を
逡
っ
て
居
る
。

從
っ
て
第
十
六
世
紀
の
始
め
葡
萄
牙
の
材
料
に
よ
っ
て
作
、

ら
れ
た
重
藤
、
地
球
儀
あ
り
ご
せ
ば
、
南
的
弓
に
精
し
く

北
牢
球
に
疎
く
あ
る
べ
き
筈
で
あ
っ
て
、
　
一
五
一
一
年
の

レ
ノ
ッ
ク
ス
の
地
球
儀
ご
シ
ル
バ
ヌ
ス
の
地
圖
は
之
を
代

表
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
此
の
爾
者
は
共
に
北
米
の
描
寓

を
甚
だ
粗
略
に
し
て
あ
る
が
．
南
米
に
産
し
て
は
前
諸
地

誌
よ
り
詳
密
で
あ
っ
て
、
レ
ノ
ソ
ク
ス
の
地
球
儀
の
如
き

は
既
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
名
を
記
入
し
、
シ
ル
バ
ヌ
ス
に
は
、

南
米
の
山
水
が
比
較
的
詳
密
に
描
か
れ
て
居
る
。
之
は
主

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
二
山
ハ
　
（
五
一
二
〇
）

こ
し
て
、
葡
萄
牙
の
材
料
に
蝶
つ
た
故
ε
考
へ
る
。
此
の

事
は
本
地
球
儀
と
地
圖
に
於
け
る
ジ
パ
ン
グ
の
解
鐸
の
上

に
も
注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
。

　
ジ
．
ハ
ン
グ
は
コ
サ
、
ル
イ
シ
ユ
の
二
圖
に
於
て
、
一
旦

消
失
し
た
が
、
今
此
地
球
儀
ご
地
圖
ε
に
於
て
は
、
再
び

現
は
れ
．
、
而
も
置
ハ
の
位
鵬
直
が
翫
訓
二
者
ε
M
異
り
、
ジ
．
ハ
ン
グ

は
北
緯
三
十
度
の
上
に
在
り
、
東
西
の
位
置
は
新
登
見
の

テ
ラ
、
ク
バ
よ
り
約
四
十
度
を
隔
て
、
寧
ろ
支
那
ビ
大
い

に
接
近
せ
し
如
く
描
か
れ
て
居
る
。
之
れ
は
如
何
な
る
理

由
に
よ
、
も
の
で
あ
ら
う
か
。
惟
ふ
に
シ
ル
バ
ヌ
ス
の
圖

は
、
彼
が
ア
ド
ソ
や
公
に
之
を
献
ず
る
時
、
そ
の
抱
負
を

披
渥
し
で
居
る
や
う
に
、
ト
レ
ミ
ー
地
圖
の
大
増
訂
を
な

し
、
詩
法
も
新
案
の
鎖
。
諺
8
帥
亀
鷲
幕
＆
○
嵩
を
用
ひ
て
居

る
程
で
あ
る
か
ら
、
ジ
パ
ン
グ
の
位
置
も
相
當
注
意
を
梯

ひ
、
從
摩
の
如
く
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
や
ベ
ハ
イ
ム
に
捉
れ
す

彼
の
見
識
に
て
描
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
彼
が
マ
ル
コ
ポ

ー
ロ
に
捉
は
れ
な
い
事
は
、
支
那
の
地
形
を
見
て
も
知
る



こ
ご
が
出
來
る
。
然
し
夫
よ
り
も
彼
を
し
て
ジ
パ
ン
グ
の

・
位
置
を
決
定
せ
し
め
最
大
原
因
は
多
分
葡
萄
牙
入
の
知
識

で
あ
っ
た
ら
う
。
盛
時
葡
萄
牙
人
は
既
に
海
路
印
度
を
攻

略
し
籐
程
東
洋
の
事
情
に
通
ぜ
し
故
、
ジ
パ
ン
グ
の
位
置

も
從
來
よ
り
は
稽
正
し
く
知
ら
れ
た
筈
で
あ
っ
て
シ
ル
バ

　
ヌ
ス
は
恐
く
之
に
櫨
…
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
尤
も
シ
ル
バ

　
ヌ
ス
が
ジ
パ
ン
グ
に
就
い
て
葡
萄
牙
入
の
」
知
一
識
に
樵
鱒
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
識
－
）

ビ
言
ふ
確
謹
は
な
い
が
、
ペ
ッ
シ
ェ
ル
の
研
究
に
よ
れ
ば

　
シ
ル
．
ハ
ヌ
ス
の
地
圖
は
一
五
〇
三
年
の
9
鍵
多
寓
含
量

℃
。
曇
α
q
餌
ぎ
ω
團
§
ε
大
な
る
類
似
が
あ
る
乙
を
雷
ふ
か
ら
、

か
く
断
じ
て
も
敢
て
誤
は
な
か
ら
う
ご
思
ふ
。
兎
に
角
シ

　
ル
バ
ヌ
ス
の
地
軸
は
第
十
六
澄
虚
心
の
地
圖
ご
し
て
は
ジ

．
ハ
ン
グ
を
梢
正
し
く
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
霰
艮
）
　
団
霧
。
ぎ
ご
Ω
霧
9
μ
。
露
。
鼻
。
吋
図
姦
9
銭
o
o
Q
齢
指
図

八

一
五
一
二
年
に
刊
行
せ
ら
れ
た
ス
ト
プ
ニ
ク
ザ
の
地
赤

　
、
第
＋
一
巷
　
　
研
究

ア
メ
サ
カ
獲
見
前
後
の
鏑
気
塊
球
儀
定
ツ
パ
ン
グ
（
下
）

は
簡
輩
で
は
あ
る
が
、
地
縫
二
上
一
時
期
を
劃
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
は
此
の
霊
界
圖
に
於
て
初
め
て
、
世
界
を

蕉
ご
新
ε
の
二
孚
球
に
分
け
、
又
新
大
陸
に
南
北
の
二
大

陸
を
示
し
其
の
間
を
行
き
地
峡
に
て
績
け
殆
ん
ざ
今
日
の

地
形
ご
一
致
せ
し
め
て
居
る
こ
ε
で
あ
る
Q
之
は
新
大
陸

に
野
す
る
十
分
の
知
識
な
し
に
は
描
寓
し
能
は
ざ
る
こ
ご

で
あ
っ
て
、
殊
に
中
米
の
地
峡
の
要
録
は
甚
だ
珍
こ
す
る

に
足
る
。

　
從
來
傳
へ
ら
れ
し
庭
に
て
は
、
歓
洲
入
の
中
米
の
地
球

た
る
を
知
り
、
太
線
洋
を
搬
養
し
た
る
は
、
西
班
牙
の
バ

ル
ポ
ァ
（
乞
門
毎
o
N
切
巴
ぴ
8
）
が
「
五
一
三
年
九
月
二
・
†
五
日

ダ
ソ
エ
ン
の
山
上
に
登
り
、
初
め
で
太
李
洋
を
望
見
せ
し

時
ε
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
ス
ト
ブ
ニ
ツ
カ
は
銑
に
其
の
前

年
に
其
の
地
峡
た
る
事
を
地
竜
の
上
に
現
は
し
、
大
西
太

李
爾
洋
を
明
か
に
逼
別
し
て
居
る
。
こ
れ
は
確
か
に
當
時

の
新
大
陸
に
赴
き
し
西
班
牙
人
よ
り
得
た
る
詳
密
な
る
資

料
に
よ
り
断
定
し
た
結
果
ご
見
る
こ
ε
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ご
七
　
（
五
三
一
）



㍉

　
　
　
第
十
N
巷
　
　
研
究

　
而
し
て
、
新
大
陸
の
精
密
な
る
知
識
は
叉
ジ
パ
ン
グ
の

存
在
に
も
關
係
し
う
ジ
メ
ン
グ
は
再
び
新
大
陸
の
西
方
に

接
し
て
置
か
れ
た
る
は
、
蓋
し
、
初
め
新
大
陸
即
ち
ジ
パ

ン
グ
な
り
ご
信
じ
だ
る
西
班
牙
入
が
、
新
大
陸
探
瞼
の
…
進

歩
に
連
れ
、
其
の
地
が
ジ
パ
ン
グ
ご
異
る
を
知
り
、
再
び

ジ
パ
ン
グ
の
存
在
ε
認
め
た
も
の
で
あ
ら
う
Q
然
し
西
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
）

牙
人
は
葡
萄
牙
入
の
如
く
亜
細
亜
に
熟
す
る
知
識
な
く
、

酌
む
を
得
す
ジ
パ
ン
グ
を
再
び
ベ
ハ
イ
ム
の
位
置
に
遣
き

兎
に
角
其
の
存
在
丈
け
を
認
め
た
も
の
ε
解
す
べ
き
か
。

此
の
想
定
は
ワ
ル
ド
ぜ
ー
ミ
ユ
ラ
r
、
ブ
ー
レ
ン
グ
ル
等

同
時
代
の
圖
に
も
共
通
の
事
ご
信
ず
る
。
唯
ブ
ー
レ
ン
ゲ

ル
の
地
翻
に
達
て
、
ジ
パ
ン
グ
の
束
酉
の
位
置
が
厭
洲
よ

う
遠
ざ
か
り
し
事
は
、
新
大
陸
の
擾
張
に
俘
ふ
當
然
の
蹄

結
で
あ
っ
て
げ
亜
細
亜
大
陸
こ
の
隔
り
の
大
ご
な
わ
し
は
、

從
來
過
大
に
考
へ
ら
れ
し
亜
細
亜
大
陸
の
東
西
の
擾
b
が

漸
次
に
漏
り
家
）
し
結
果
で
あ
っ
て
、
又
擾
界
圖
進
歩
の

決
然
の
過
程
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ア
メ
サ
カ
嚢
見
萬
後
の
勉
騰
地
球
燧
ミ
ツ
バ
ン
∴
グ
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
瀧
　
　
　
二
十
　
（
五
三
二
）

　
（
譲
1
）
　
望
見
罐
代
の
初
期
に
予
て
西
瑳
牙
人
定
葡
萄
牙
人
定
に
互
に

　
　
　
　
其
の
獲
見
な
秘
し
て
居
糞
Q

　
　
　
　
九

　
か
く
て
一
五
三
〇
年
代
に
及
ぶ
や
、
一
方
に
は
、
地
圖

學
が
メ
ル
カ
ト
峯
ル
の
出
現
に
よ
り
て
、
異
常
な
る
登
達

を
な
し
、
他
方
に
は
、
東
洋
に
於
け
る
葡
萄
牙
入
の
通
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

上
宗
廟
上
の
活
躍
に
よ
う
て
、
東
亜
細
亜
の
地
理
は
非
常

に
明
か
に
な
っ
た
か
ら
、
世
界
地
圖
上
に
於
け
る
ジ
パ
ン

グ
も
亦
薔
態
を
改
め
、
メ
ル
カ
ト
ー
ル
の
世
界
圏
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
識
2
）

位
概
ご
地
形
ご
に
於
て
大
な
る
愛
化
を
生
じ
た
。
然
し
こ

の
圖
の
成
り
し
一
五
三
入
年
迄
に
は
、
戯
画
巴
入
に
し
て

親
し
く
南
本
を
訪
ひ
し
も
の
な
く
、
証
本
に
開
す
る
知
識

は
支
那
に
於
け
る
傳
聞
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か

ら
、
死
等
の
材
料
に
糠
っ
て
猫
か
れ
た
ε
思
は
る
、
ジ
．
ハ

ン
グ
の
位
麗
が
徐
り
に
北
に
偏
し
、
又
其
の
形
も
過
小
に

失
し
て
居
る
は
蓋
し
已
む
を
得
な
か
っ
た
ε
患
ふ
。

　
然
る
に
一
五
四
二
年
に
葡
萄
牙
入
、
ゼ
ン
ト
ー
（
℃
§
。
）



ぜ
ー
モ
ト
（
浮
｛
ヨ
0
8
）
、
　
ボ
レ
ロ
（
じ
d
O
↓
亀
。
）
の
三
人
が
我

が
國
に
漂
流
し
、
其
の
記
事
が
先
づ
マ
ラ
ッ
カ
の
葡
萄
牙

総
督
た
り
し
ア
ン
ト
ニ
オ
ガ
ル
バ
ノ
（
》
昌
け
○
昌
一
〇
　
（
甲
即
一
く
9
⇔
O
）

の
書
に
よ
り
て
、
一
五
五
七
年
欧
洲
に
紹
介
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
左
の
如
く
日
本
の
位
罎
が
正
し
く
記
述
さ

れ
て
居
る
。
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昌
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2
げ
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O
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◎
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8
匹
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暮
課
○
鉱
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曽
ロ
O
げ
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O
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匿
醇
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葺
智
℃
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毒
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鼠
β
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よ
り
韓
載
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叢
に
云
ふ
北
緯
三
二
度
は
ピ
ン
ト
雪
等
の
漂
流
せ
し
種

　
　
　
蕗
＋
悪
　
研
究

子
島
よ
り
稽
北
で
あ
る
が
、
大
膿
に
於
て
我
日
本
の
南
端

こ
し
て
正
し
き
記
述
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
オ
ル
・
7
リ
ウ

ス
が
、
世
界
圖
を
作
り
し
は
、
此
の
ガ
ル
バ
ノ
小
著
の
出

版
せ
ら
れ
し
二
十
三
年
後
で
あ
る
か
ら
、
恐
く
は
ジ
．
ハ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

グ
の
墾
考
資
料
ご
し
て
利
用
せ
ら
れ
し
な
る
べ
く
、
之
に

オ
ル
テ
フ
ウ
ス
自
身
の
學
識
に
因
り
、
彼
の
圓
に
は
ジ
パ

ン
グ
を
北
緯
三
十
度
乃
至
四
十
度
の
問
に
書
き
、
支
那
ε

の
間
隔
も
僅
か
に
、
経
度
五
、
六
度
に
縮
め
た
も
の
ど
思

ふ
、
洵
に
掬
然
の
濃
尾
ε
言
は
ね
ば
な
ら
澱
。

（
註
1
）

（
註
2
）

（
詫
5
）

ア
メ
リ
カ
獲
兄
前
後
の
魎
替
地
瞭
儀
定
ツ
パ
ン
グ
（
下
）

U
δ
謎
。
さ
℃
o
門
ε
㈹
器
。
。
U
置
o
o
〈
o
ユ
⑦
ψ
膨
畠
。
剛
廷
2
0
δ
切
・

藤
田
豊
八
博
士
「
葡
萄
牙
人
漢
門
黄
蝶
に
至
る
ま
で
の
諸
問

題
」
東
洋
學
報
第
入
巷

前
號
山
路
論
丈
中
メ
ッ
カ
下
ル
圃
中
ツ
バ
ン
ゴ
事
の
位
置
た
支

那
存
距
る
、
、
ぜ
緯
度
敷
約
十
度
定
あ
る
に
経
度
数
の
誤
。

寓
岸
噺
目
禽
剛
ゲ
『
p
唱
瀞
昌
国
悼
H
・

一
〇

ジ
．
ハ
ン
グ
の
名
総
が
初
め
て
現
は
れ
た
り
ビ
信
ぜ
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ご
九
（
五
三
三
）

し



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究

る
ト
ス
カ
ネ
ソ
ー
圖
の
成
り
し
一
四
七
四
年
よ
り
、
オ
ル

プ
ソ
ウ
ム
圖
の
公
に
せ
ら
れ
し
一
五
七
〇
年
ま
で
殆
ん
ご

百
年
、
ア
メ
ソ
幽
思
見
を
挿
む
前
後
一
世
紀
の
間
、
俗
界

地
圖
史
上
に
於
け
る
ジ
．
ハ
ン
グ
の
地
位
は
、
幾
憂
遷
を
潅

げ
だ
り
ご
難
も
、
其
の
根
祇
を
な
し
た
も
あ
ば
、
常
に
マ

ル
コ
ポ
ー
霧
の
紀
行
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ロ
は
ジ
パ
ン
グ
の

名
を
初
め
て
世
に
紹
介
し
た
こ
は
云
へ
、
其
の
紀
行
は
多

く
の
地
二
子
者
に
よ
り
、
或
は
誤
り
解
繹
せ
ら
れ
．
或
は

プ
キ
ス
ト
膚
身
の
不
完
全
に
逸
賦
し
て
、
地
圖
上
に
煽
て

初
め
は
著
し
く
、
其
の
興
實
に
遠
か
っ
た
が
、
其
の
後
地

圖
學
の
…
進
歩
ε
隊
洲
入
の
世
界
的
獲
展
ε
相
侯
っ
て
、
漸

ア
メ
サ
カ
小
見
離
後
の
踊
懸
地
織
燧
定
ツ
パ
ン
グ
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
三
〇
　
（
五
三
四
）

次
其
の
正
に
近
い
た
。
而
し
て
之
が
最
後
の
功
績
は
、
オ

ζ
／
ソ
ゥ
ス
に
在
る
が
、
正
確
な
る
地
理
的
資
料
を
供
せ

し
は
、
日
本
を
正
し
く
見
費
し
ピ
ン
ト
罫
ご
之
を
世
に
傳

へ
た
カ
ル
バ
ノ
の
書
で
あ
ら
う
。
カ
ル
バ
ノ
は
百
除
年
來

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
紀
行
に
よ
り
で
、
誤
ら
れ
た
る
日
本
の

位
麗
を
初
め
て
正
し
く
世
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
Q
而
し

て
ヵ
ル
バ
ノ
の
此
の
記
事
に
は
上
掲
の
如
く
ジ
パ
ン
グ
の

地
盤
を
示
し
た
る
後
、
轟
び
ボ
ー
ロ
の
名
を
呼
ん
で
居
っ

て
ジ
パ
ン
グ
ご
ボ
ー
ロ
が
地
嵐
學
の
交
…
獄
上
に
於
て
、
最

後
迄
離
れ
難
き
關
係
に
あ
っ
た
こ
ご
は
、
又
一
奇
と
言
は

ね
ば
な
ら
漁
。


